
(57)【要約】

【課題】本発明は、橋梁構築の工程上、橋桁の分割張り

出し構築作業と、次の橋脚の橋桁柱頭部との構築作業を

同時に行うことができ、その結果、橋梁全体としての構

築工期をきわめて短くすることが出来、型枠装置の構造

が複雑かつ重厚長大で作業性の悪いとの懸念も生じない

橋梁構築方法及び橋梁構築装置を提供することを目的と

するものである。

【解決手段】本発明による橋梁構築方法及び橋梁構築装

置は、立設された橋脚上に移動架設桁を架設し、該移動

架設桁長手方向に沿い移動可能にして懸垂された一対の

橋桁形成用型枠装置で、一の橋脚に予め形成された橋桁

柱頭部両脇から均等に張り出し構築し橋桁を分割形成す

る工程と共に、橋桁柱頭部形成用型枠装置によって、前

記一の橋脚に隣接する橋脚に新たに橋桁柱頭部を形成す

る工程を同時に実施し、橋脚上に橋桁を形成したことを

特徴とするものである。

【選択図】　　　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
立 設 さ れ た 橋 脚 上 に 移 動 架 設 桁 を 架 設 し 、
該 移 動 架 設 桁 長 手 方 向 に 沿 い 移 動 可 能 に し て 懸 垂 さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 で 、 一
の 橋 脚 に 予 め 形 成 さ れ た 橋 桁 柱 頭 部 両 脇 か ら 均 等 に 張 り 出 し 構 築 し 橋 桁 を 分 割 形 成 す る 工
程 と 共 に 、 前 記 移 動 架 設 桁 の 橋 桁 架 設 方 向 先 端 側 で 懸 垂 さ れ 、 移 動 架 設 桁 に 沿 っ て 移 動 可
能 な 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 に よ っ て 、 前 記 一 の 橋 脚 に 隣 接 す る 橋 脚 に 新 た に 橋 桁 柱 頭
部 を 形 成 す る 工 程 を 同 時 に 実 施 し 、
前 記 一 の 橋 脚 側 橋 桁 柱 頭 部 の 一 方 側 橋 桁 形 成 部 分 が 、 既 に 形 成 さ れ て あ る 橋 桁 形 成 部 分 に
接 続 さ れ た 後 に は 、 前 記 移 動 架 線 桁 の 先 端 側 を 次 に 隣 接 す る 橋 脚 上 に 位 置 さ せ る よ う 移 動
さ せ 、
前 記 一 の 橋 脚 に 隣 接 す る 橋 脚 に 新 た に 形 成 さ れ た 橋 桁 柱 頭 部 両 脇 か ら は 均 等 に 張 り 出 し 構
築 す べ く 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 で 橋 桁 を 分 割 形 成 す る 工 程 と 共 に 、 さ ら に 隣 接 す る 橋 脚 に 橋
桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 で 次 の 新 た な 橋 桁 柱 頭 部 を 形 成 す る 工 程 と を 同 時 実 施 す る こ と を
順 次 繰 り 返 し 、 橋 脚 上 に 橋 桁 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 構 築 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
立 設 さ れ た 橋 脚 上 に 架 設 さ れ る 移 動 架 設 桁 と 、
前 記 移 動 架 設 桁 か ら 各 々 懸 垂 さ れ 、 前 記 橋 脚 の う ち 橋 桁 を 張 り 出 し 構 築 す べ き 一 方 側 橋 脚
の 両 脇 に 配 置 さ れ て 移 動 架 設 桁 の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 と さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置
と 、
前 記 移 動 架 設 桁 か ら 懸 垂 さ れ 、 移 動 架 設 桁 の 長 手 方 向 端 部 側 に 配 さ れ て 移 動 架 設 桁 の 長 手
方 向 に 移 動 可 能 と さ れ た 橋 桁 の 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 と 、
を 備 え 、
前 記 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 は 、 移 動 架 設 桁 か ら 垂 下 す る 吊 り 下 げ 部 材 と 、 該 吊 り 下 げ 部 材 に
接 続 さ れ 、 橋 桁 を 張 り 出 し 構 築 す べ き 橋 脚 の 橋 桁 柱 頭 部 を 基 軸 に 橋 桁 架 設 方 向 両 脇 に 配 置
さ れ 、 橋 桁 を 前 記 両 脇 か ら 分 割 し て 張 り 出 し 構 築 す る 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材 と 、 を 有 し 、
前 記 橋 桁 の 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 は 、 移 動 架 設 桁 か ら 垂 下 す る 吊 り 下 げ 部 材 と 、 該 吊
り 下 げ 部 材 に 接 続 さ れ 、 移 動 架 設 桁 の 長 手 方 向 端 部 側 に 位 置 す る 次 の 橋 桁 柱 頭 部 構 築 方 向
に 配 置 さ れ 、 前 記 橋 脚 上 に 橋 桁 柱 頭 部 を 構 築 す る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 と 、 を 有 す る
、
こ と を 特 徴 と す る 橋 梁 構 築 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 移 動 架 設 桁 の 長 さ は 、 前 記 橋 脚 間 の 少 な く と も ２ 倍 以 上 の 長 さ に 構 成 さ れ た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の 橋 梁 構 築 方 法 及 び 橋 梁 構 築 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 立 設 さ れ た 橋 脚 間 に 、 プ レ ス ト レ ス コ ン ク リ ー ト 等 で 形 成 さ れ た 橋 桁 を 分 割 し
て 張 り 出 し 構 築 す る 橋 梁 構 築 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 製 か ら な る 橋 桁 を い わ ゆ る 移 動 架 設 桁 を 用 い て
張 り 出 し 構 築 す る も の と し て は 、 い わ ゆ る Ｐ ＆ Ｚ 工 法 と 称 さ れ る 工 法 が 一 般 的 に 知 ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
こ の Ｐ ＆ Ｚ 工 法 は 、 立 設 さ れ た 所 定 の 橋 脚 間 に お い て 、 架 設 さ れ る ス パ ン よ り 例 え ば 約 １
５ ｍ な い し ２ ０ ｍ 程 度 長 さ の 長 い 移 動 架 設 桁 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 こ の 移 動 架 設 桁 に は 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 が 長 手 方 向 に 移 動 可 能 と さ れ て 懸
垂 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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そ し て 、 こ の 移 動 架 設 桁 を 使 用 し て の 作 業 の 際 に は 前 記 移 動 架 設 桁 を 橋 脚 上 部 等 に 支 持 す
る ３ 基 の 架 台 や 移 動 時 に 使 用 さ れ る 先 端 補 助 支 柱 等 も 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ こ で 、 Ｐ ＆ Ｚ 工 法 で は 、 前 記 移 動 架 設 桁 に 懸 垂 さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 橋 脚
の 両 脇 に 配 置 さ せ 、 い わ ゆ る や じ ろ べ い の 原 理 を 利 用 し て 絶 妙 な 平 衡 バ ラ ン ス を 取 り な が
ら 橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し て 、 こ の よ う な Ｐ ＆ Ｚ 工 法 を 用 い る こ と に よ り 、 い わ ゆ る 大 ス パ ン の Ｐ Ｃ 橋 梁 の 施
工 で あ っ て も 比 較 的 簡 単 に 構 築 す る こ と が 可 能 と さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
し か し な が ら 、 前 記 橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 を 行 う に 際 し て は 、 ま ず 橋 脚 上 部 側 に 橋 桁 柱
頭 部 を 構 築 す る こ と が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
何 故 な ら こ の 橋 桁 柱 頭 部 を 構 築 し た 後 、 該 橋 桁 柱 頭 部 を 基 軸 に し て そ の 両 脇 に 一 対 の 橋 脚
形 成 用 型 枠 装 置 を 配 し 、 も っ て 橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 を 行 う も の と さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
こ の Ｐ ＆ Ｚ 工 法 の 詳 細 に つ い て は 特 公 昭 ５ ９ － ４ ７ ７ ６ ２ 号 公 報 に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 公 昭 ５ ９ － ４ ７ ７ ６ ２ 号 公 報
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か る に 、 従 来 の Ｐ ＆ Ｚ 工 法 に よ る い わ ゆ る Ｐ ＆ Ｚ 装 置 を 用 い て 施 工 す る 場 合 に つ き 考 察
す る と 、 当 該 従 来 の Ｐ ＆ Ｚ 装 置 で は い わ ゆ る 前 方 側 （ 橋 桁 を 構 築 す べ き 先 端 方 向 側 ） の 橋
桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 用 い て 橋 桁 柱 頭 部 の 構 築 を 行 う が 、 Ｐ ＆ Ｚ 工 法 の 工 程 順 序 の 上 か ら 橋
桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 作 業 を 常 に 優 先 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
す な わ ち 、 従 来 で は 、 橋 桁 柱 頭 部 が 構 築 さ れ た 橋 脚 両 脇 に 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 配
置 し 、 該 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 に よ り 橋 桁 を 分 割 張 り 出 し 構 築 し 、 必 ず そ の 作 業 の 後
に 前 方 側 （ 橋 桁 を 構 築 す べ き 先 端 方 向 側 ） の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 用 い て 橋 桁 柱 頭 部 の 構
築 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
こ の よ う に 従 来 で は 橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 作 業 と 、 次 の 橋 脚 に お け る 橋 桁 柱 頭 部 の 構 築
作 業 を 決 し て 同 時 に 行 え る も の で は な く 、 も っ て 、 そ の 結 果 、 橋 梁 全 体 の 施 工 工 期 が 長 く
な ら ざ る を 得 ず 、 そ の 分 作 業 コ ス ト が 嵩 む と の 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ま た 、 前 方 側 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 で 橋 桁 柱 頭 部 を 構 築 す る た め 、 特 に 前 方 側 橋 桁 形 成 用
型 枠 装 置 は 橋 桁 柱 頭 部 の 構 築 と 橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 と の 双 方 に 対 応 で き る 構 造 の 型 枠
装 置 で あ る こ と が 必 要 で あ り 、 前 記 型 枠 装 置 の 構 造 が 複 雑 か つ 重 厚 長 大 に な ら ざ る を 得 ず
作 業 性 の 悪 い も の と な っ て い た （ 図 １ ３ ， 図 １ ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
か く し て 、 本 発 明 は 前 記 従 来 の 課 題 に 対 処 す べ く 創 案 さ れ た も の で 、 橋 梁 構 築 の 工 程 上 、
そ の 作 業 を 常 に 所 定 の 順 番 に 沿 っ て 行 う 必 要 が な い 、 す な わ ち 橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 を
行 っ て い る と き は 次 の 橋 桁 柱 頭 部 の 構 築 作 業 を 同 時 に 行 え な い と の こ と が な く 、 例 え ば 、
従 来 の 様 に 、 橋 桁 柱 頭 部 が 構 築 さ れ た 橋 脚 両 脇 に 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 配 置 し 、 該
一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 に よ り 橋 桁 を 分 割 張 り 出 し 構 築 し 、 そ の 後 に 前 方 側 （ 橋 桁 を 構
築 す べ き 先 端 方 向 側 ） の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 用 い て 橋 桁 柱 頭 部 の 構 築 す る も の で な い た
め 、 橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 作 業 と 、 次 の 橋 脚 の 橋 桁 柱 頭 部 と の 構 築 作 業 を 同 時 に 行 う こ
と が で き 、 そ の 結 果 、 橋 梁 全 体 と し て の 構 築 工 期 を き わ め て 短 く す る こ と が 出 来 、 さ ら に
は 、 従 来 の よ う に 型 枠 装 置 の 構 造 が 複 雑 か つ 重 厚 長 大 で 作 業 性 の 悪 い と の 懸 念 も 生 じ な い
橋 梁 構 築 方 法 及 び 橋 梁 構 築 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 方 法 及 び 橋 梁 構 築 装 置 は 、
立 設 さ れ た 橋 脚 上 に 移 動 架 設 桁 を 架 設 し 、
該 移 動 架 設 桁 長 手 方 向 に 沿 い 移 動 可 能 に し て 懸 垂 さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 で 、 一
の 橋 脚 に 予 め 形 成 さ れ た 橋 桁 柱 頭 部 両 脇 か ら 均 等 に 張 り 出 し 構 築 し 橋 桁 を 分 割 形 成 す る 工
程 と 共 に 、 前 記 移 動 架 設 桁 の 橋 桁 架 設 方 向 先 端 側 で 懸 垂 さ れ 、 移 動 架 設 桁 に 沿 っ て 移 動 可
能 な 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 に よ っ て 、 前 記 一 の 橋 脚 に 隣 接 す る 橋 脚 に 新 た に 橋 桁 柱 頭
部 を 形 成 す る 工 程 を 同 時 に 実 施 し 、
前 記 一 の 橋 脚 側 橋 桁 柱 頭 部 の 一 方 側 橋 桁 形 成 部 分 が 、 既 に 形 成 さ れ て あ る 橋 桁 形 成 部 分 に
接 続 さ れ た 後 に は 、 前 記 移 動 架 線 桁 の 先 端 側 を 次 に 隣 接 す る 橋 脚 上 に 位 置 さ せ る よ う 移 動
さ せ 、
前 記 一 の 橋 脚 に 隣 接 す る 橋 脚 に 新 た に 形 成 さ れ た 橋 桁 柱 頭 部 両 脇 か ら は 均 等 に 張 り 出 し 構
築 す べ く 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 で 橋 桁 を 分 割 形 成 す る 工 程 と 共 に 、 さ ら に 隣 接 す る 橋 脚 に 橋
桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 で 次 の 新 た な 橋 桁 柱 頭 部 を 形 成 す る 工 程 と を 同 時 実 施 す る こ と を
順 次 繰 り 返 し 、 橋 脚 上 に 橋 桁 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と し 、
ま た は 、
立 設 さ れ た 橋 脚 上 に 架 設 さ れ る 移 動 架 設 桁 と 、
前 記 移 動 架 設 桁 か ら 各 々 懸 垂 さ れ 、 前 記 橋 脚 の う ち 橋 桁 を 張 り 出 し 構 築 す べ き 一 方 側 橋 脚
の 両 脇 に 配 置 さ れ て 移 動 架 設 桁 の 長 手 方 向 に 移 動 可 能 と さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置
と 、
前 記 移 動 架 設 桁 か ら 懸 垂 さ れ 、 移 動 架 設 桁 の 長 手 方 向 端 部 側 に 配 さ れ て 移 動 架 設 桁 の 長 手
方 向 に 移 動 可 能 と さ れ た 橋 桁 の 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 と 、
を 備 え 、
前 記 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 は 、 移 動 架 設 桁 か ら 垂 下 す る 吊 り 下 げ 部 材 と 、 該 吊 り 下 げ 部 材 に
接 続 さ れ 、 橋 桁 を 張 り 出 し 構 築 す べ き 橋 脚 の 橋 桁 柱 頭 部 を 基 軸 に 橋 桁 架 設 方 向 両 脇 に 配 置
さ れ 、 橋 桁 を 前 記 両 脇 か ら 分 割 し て 張 り 出 し 構 築 す る 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材 と 、 を 有 し 、
前 記 橋 桁 の 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 は 、 移 動 架 設 桁 か ら 垂 下 す る 吊 り 下 げ 部 材 と 、 該 吊
り 下 げ 部 材 に 接 続 さ れ 、 移 動 架 設 桁 の 長 手 方 向 端 部 側 に 位 置 す る 次 の 橋 桁 柱 頭 部 構 築 方 向
に 配 置 さ れ 、 前 記 橋 脚 上 に 橋 桁 柱 頭 部 を 構 築 す る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 と 、 を 有 す る
、
こ と を 特 徴 と し 、
ま た は 、
前 記 移 動 架 設 桁 の 長 さ は 、 前 記 橋 脚 間 の 少 な く と も ２ 倍 以 上 の 長 さ に 構 成 さ れ た こ と を 特
徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 を 図 に 示 す 実 施 例 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 あ ら か じ め 複 数 本 の 橋 脚 １ が 所 定 の 間 隔 を 有 し て 立 設 さ れ て
い る 。 そ し て 、 図 １ に お い て 、 向 か っ て 左 側 か ら 右 側 に 向 け て 橋 桁 ２ が 架 設 、 構 築 さ れ る
こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
符 号 ２ ０ は 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 で あ り 、 一 般 に 鋼 材 を ト ラ ス 状 に し て 構 成 さ れ た 長
尺 な 移 動 架 設 桁 ３ と 、 該 移 動 架 設 桁 ３ か ら 懸 垂 さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 ４ ， ４ と
、 や は り 前 記 移 動 架 設 桁 ３ の 架 設 方 向 先 端 側 か ら 懸 垂 さ れ て な る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装
置 ５ と を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
移 動 架 設 桁 ３ は 橋 桁 ２ の 架 設 方 向 へ 移 動 可 能 と さ れ て い る が 、 橋 桁 ２ の 架 設 作 業 時 に は 複
数 の 支 持 台 ６ に よ っ て 構 築 途 中 の 橋 桁 ２ 上 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
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前 記 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 ４ は 移 動 架 設 桁 ３ か ら 垂 下 す る 吊 り 下 げ 部 材 ７ と 該 吊 り 下 げ 部 材
７ に 接 続 さ れ た 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材 ８ と を 有 し て 形 成 さ れ 、 前 記 移 動 架 設 桁 ３ の 長 手 方 向
へ 移 動 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
そ し て 、 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 ４ ， ４ は 橋 桁 ２ を 張 り 出 し 構 築 す べ き 橋 脚 １ （ 図 １ で
は 真 ん 中 に 位 置 す る 橋 脚 １ ） の 橋 桁 柱 頭 部 ９ を 基 軸 に し て 橋 桁 ２ の 架 設 方 向 両 脇 に 配 置 さ
れ て お り 、 橋 桁 ２ を 前 記 橋 脚 １ の 橋 桁 柱 頭 部 ９ か ら そ の 両 脇 へ 向 か っ て 徐 々 に 分 割 し て 張
り 出 し 構 築 で き る よ う 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ こ で 、 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材 ８ は 図 ７ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 構 築 す べ き 橋 桁 ２ の 幅 方 向
両 側 に 配 置 さ れ る 一 対 の 側 壁 用 外 型 枠 １ ０ ， １ ０ と 構 築 す べ き 橋 桁 ２ の 底 面 側 へ 配 置 さ れ
る 底 型 枠 １ １ と を 有 し 、 こ れ ら 型 枠 １ ０ ， １ ０ ， １ １ は 接 合 梁 １ ２ 等 に よ り 連 結 さ れ て 、
い わ ゆ る 箱 状 を な す 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材 ８ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
し か し て 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材 ８ 内 に コ ン ク リ ー ト が 打 設 さ
れ 、 当 該 コ ン ク リ ー ト の 固 化 後 、 脱 型 さ れ て 徐 々 に 橋 桁 ２ の 分 割 張 り 出 し 構 築 が な さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 ５ は 前 記 移 動 架 設 桁 ３ よ り 垂 下 す る 吊 り 下 げ 部 材 ７ と 、
該 吊 り 下 げ 部 材 ７ に 接 続 さ れ た 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 １ ８ と を 有 し て 構 成 さ れ て お り
、 や は り 前 記 移 動 架 設 桁 ３ の 長 手 方 向 へ 移 動 可 能 に し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 連 続 ラ ー メ ン 構 造 に よ る 橋 梁 の 場 合 に は 、 前 記 橋 桁 柱 頭 部 型 枠 部 材 １ ８ は 、 図 ８
か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 構 築 さ れ る べ き 橋 桁 ２ の 幅 方 向 両 側 に 配 置 さ れ る 一 対 の 橋 桁 柱 頭
部 側 壁 型 枠 １ ３ ， １ ３ が 設 け ら れ て い る が 、 底 型 枠 は 設 け ら れ て い な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
す な わ ち 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 １ ８ は 橋 桁 柱 頭 部 ９ を 形 成 し て 橋 脚 １ 上 面 と 連 結 し な け れ
ば な ら な い た め 、 底 型 枠 は 設 け る 必 要 が な い の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 連 続 桁 構 造 に よ る 橋 梁 の 場 合 も 、 す で に 完 成 し た 橋 脚 １ の 上 部 に 底 型 枠 １ １ を 敷 き
並 べ る 方 法 を と る た め 、 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 １ ８ に は 底 型 枠 １ １ を 設 け て お く 必 要
が な い の で あ る （ 図 ９ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
こ の よ う に 、 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 １ ８ は 、 橋 脚 １ 上 に 橋 桁 柱 頭 部 ９ を 形 成 す べ く 移
動 、 配 置 さ れ る が 、 図 ８ ， 図 ９ ， 図 １ １ 及 び 図 １ ２ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 橋 脚 １ の 上 面
に 対 応 す る 箇 所 に 用 い る 底 型 枠 １ １ は 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 １ ８ に は 設 け ら れ て は い
な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
す な わ ち 、 ラ ー メ ン 構 造 の 橋 梁 の 場 合 、 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 １ ８ に お け る 橋 脚 １ の
上 面 に 対 応 す る 箇 所 は 橋 桁 柱 頭 部 ９ と 橋 脚 １ と を 連 通 す る た め の 空 間 部 １ ４ と し て 構 成 さ
れ て お り 、 該 空 間 １ ４ 部 か ら 橋 脚 １ の 上 面 と 形 成 す べ き 橋 桁 柱 頭 部 ９ と を 連 結 す る よ う 型
枠 １ ６ が 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 １ ８ に 配 置 さ れ 、 該 型 枠 １ ６ 内 に コ ン ク リ ー ト が 打 設
出 来 る も の と な っ て い る （ 図 １ ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る た め 、 予 め 立 設 さ れ て な る 橋 脚 １ 先 端 部 と 橋 桁 柱 頭 部 ９ と の 施
工 境 界 が 橋 桁 柱 頭 部 ９ の 桁 下 ４ ～ ５ ｍ 程 度 で あ っ た と し て も 充 分 に 対 応 で き る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
な お 、 連 続 桁 構 造 の 橋 梁 の 場 合 に は 図 ９ 及 び 図 １ １ か ら 理 解 さ れ る よ う に 、 支 承 １ ７ の 周
囲 に お い て 、 橋 脚 １ 上 で 底 型 枠 １ １ を 敷 き 並 べ る こ と と な る 。 し か し て 、 橋 桁 柱 頭 部 ９ 形
成 用 コ ン ク リ ー ト の 固 化 後 、 前 記 底 型 枠 １ １ を 脱 型 す る こ と と な る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
と こ ろ で 、 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 ５ に お い て 、 前 記 橋 桁 ２ の 架 設 方 向 前 後 に は 前 記 空
間 １ ４ を 挟 ん で そ れ ぞ れ 張 り 出 し 型 枠 １ ５ ， １ ５ が 設 け ら れ て い る （ 図 １ ０ ， 図 １ １ ， 図
１ ２ 参 照 ） 。 さ ら に 、 こ の 張 り 出 し 型 枠 １ ５ ， １ ５ は 同 図 に 示 す よ う に 、 橋 桁 柱 頭 部 ９ が
各 々 架 設 方 向 前 後 方 向 に 向 け て 延 出 す る 形 を な し 、 か つ そ の 底 面 が 上 り 勾 配 状 の 傾 斜 を 持
た せ て 構 築 出 来 得 る 構 成 と も な っ て い る の で あ る （ 図 １ ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 の 橋 梁 構 築 装 置 に よ る 施 工 状 態 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 ４ ， ４ で の 橋 桁 ２ の 分 割 張 り 出
し 構 築 作 業 と 、 次 の 橋 脚 １ の 橋 桁 柱 頭 部 ９ の 構 築 作 業 と が 同 時 に 行 え る 。 な お 、 図 に お い
て 符 号 ２ １ は 補 助 支 柱 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
す な わ ち 、 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 前 記 作 業 を 同 時 に 進 め る こ と が 出 来 、 図 ５ に 示 す 如
く 左 側 橋 桁 ２ 部 分 の 接 続 が 完 了 し た ら 移 動 架 設 桁 ３ を 橋 桁 ２ 架 設 方 向 へ 移 動 さ せ 、 次 の 橋
脚 １ の 上 部 に お い て 支 持 さ せ る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
そ し て 、 前 述 し た よ う に 、 ま た 、 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 ４ ， ４ で の 橋 桁 の 分 割 張 り 出
し 構 築 作 業 と 、 次 の 橋 脚 １ の 橋 桁 柱 頭 部 ９ の 構 築 作 業 と を 同 時 に 行 う の で あ る （ 図 ３ 、 図
４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
す な わ ち 、 立 設 さ れ た 橋 脚 １ 上 に 移 動 架 設 桁 ３ を 架 設 し 、 こ の 移 動 架 設 桁 ３ の 長 手 方 向 に
沿 い 移 動 可 能 に し て 懸 垂 さ れ た 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 ４ ， ４ で 、 一 の 橋 脚 １ に 予 め 形
成 さ れ た 橋 桁 柱 頭 部 両 脇 か ら 均 等 に 張 り 出 し 構 築 し 橋 桁 を 分 割 形 成 す る 工 程 を 実 施 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
と 同 時 に 、 前 記 移 動 架 設 桁 ３ の 橋 桁 １ 架 設 方 向 先 端 側 で 懸 垂 さ れ 、 移 動 架 設 桁 ３ に 沿 っ て
移 動 可 能 な 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 ５ に よ っ て 、 前 記 一 の 橋 脚 １ に 隣 接 す る 橋 脚 １ に 新
た に 橋 桁 柱 頭 部 ９ を 形 成 す る 工 程 を 実 施 す る の で あ る （ （ 図 ３ ， 図 ４ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
そ し て 、 図 ５ ， 図 ６ か ら 理 解 さ れ る よ う に 前 記 一 の 橋 脚 １ 側 橋 桁 柱 頭 部 ９ の 一 方 側 橋 桁 形
成 部 分 が 、 既 に 形 成 さ れ て あ る 橋 桁 形 成 部 分 に 接 続 さ れ た 後 に は 、 前 記 移 動 架 線 桁 ３ の 先
端 側 を 次 に 隣 接 す る 橋 脚 １ 上 に 位 置 さ せ る よ う 移 動 さ せ る 。
こ の 状 態 で 前 記 一 の 橋 脚 １ に 隣 接 す る 橋 脚 １ に 新 た に 形 成 さ れ た 橋 桁 柱 頭 部 ９ 両 脇 か ら は
均 等 に 張 り 出 し 構 築 す べ く 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 ４ ， ４ で 橋 桁 ２ を 分 割 形 成 す る 工 程
を 実 施 す る と 同 時 に 、 さ ら に 隣 接 す る 橋 脚 １ に 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置 ５ で 次 の 新 た な
橋 桁 柱 頭 部 ９ を 形 成 す る 工 程 を 実 施 し （ 図 ６ 参 照 ） 、 こ の 工 程 を 順 次 繰 り 返 し 、 橋 脚 １ 上
に 橋 桁 ２ を 形 成 す る の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
と こ ろ で 、 本 発 明 に お い て 移 動 架 設 桁 ３ の 長 さ を 橋 脚 １ ， １ 間 の 長 さ の 少 な く と も ２ 倍 以
上 の 長 さ と し た 場 合 に は 、 図 １ ６ か ら 理 解 さ れ る よ う に 全 て の 複 数 あ る 支 持 台 ６ を 橋 脚 １
付 近 に 設 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ れ に 対 し 図 １ ７ に は 従 来 工 法 に お け る 複 数 支 持 台 ６ の 設 置 箇 所 を 示 す 。 し か し て 図 １ ７
に 示 す よ う な 従 来 工 法 に お け る 複 数 支 持 台 ６ の 置 き 方 で は 、 特 に 形 成 途 上 の 橋 桁 ２ 先 端 部
側 に 設 置 さ れ た 支 持 台 ６ の 反 力 に よ り 橋 脚 １ 付 近 の 橋 桁 ２ に 負 の 曲 げ モ ー メ ン ト が 発 生 し
て し ま う 恐 れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
し か る に 、 図 １ ６ に 示 す よ う な 本 発 明 に よ る 複 数 支 持 台 ６ の 置 き 方 で あ れ ば 、 橋 桁 ２ に 対
し て の 曲 げ モ ー メ ン ト の 発 生 を 防 止 で き る こ と こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
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従 っ て 、 従 来 曲 げ モ ー メ ン ト の 発 生 に よ り 橋 桁 ２ が 撓 ま な い よ う 、 形 成 さ れ た 橋 桁 ２ の ス
パ ン や 橋 桁 ２ の 断 面 等 の 条 件 次 第 で は 、 補 強 の た め の 仮 設 ケ ー ブ ル 等 補 強 部 材 が 必 要 と な
る こ と も あ っ た が 、 本 発 明 に よ れ ば 仮 設 ケ ー ブ ル 等 補 強 部 材 が 全 く 不 要 と な る の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
か く し て 本 発 明 は 以 上 の 構 成 よ り な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
そ し て 、 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 方 法 及 び 橋 梁 構 築 装 置 で あ れ ば 、 橋 梁 構 築 の 工 程 上 、 そ の
作 業 を 常 に 所 定 の 順 番 に 沿 っ て 行 う 必 要 が な い 、 す な わ ち 従 来 の よ う に 橋 桁 の 分 割 張 り 出
し 構 築 を 行 っ て い る と き は 次 の 橋 桁 柱 頭 部 の 構 築 作 業 を 同 時 に 行 え な い と の こ と が な く 、
例 え ば 、 橋 桁 柱 頭 部 が 構 築 さ れ た 橋 脚 両 脇 に 一 対 の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 配 置 し 、 該 一 対
の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 に よ り 橋 桁 を 分 割 張 り 出 し 構 築 し 、 そ の 後 に 前 方 側 （ 橋 桁 を 構 築 す
べ き 先 端 方 向 側 ） の 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置 を 用 い て 橋 桁 柱 頭 部 の 構 築 す る も の で な い た め 、
橋 桁 の 分 割 張 り 出 し 構 築 作 業 と 、 次 の 橋 脚 の 橋 桁 柱 頭 部 と の 構 築 作 業 を 同 時 に 行 う こ と が
で き 、 そ の 結 果 、 橋 梁 全 体 と し て の 構 築 工 期 を き わ め て 短 く す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
ま た 、 従 来 の よ う に 型 枠 装 置 の 構 造 が 複 雑 か つ 重 厚 長 大 で 作 業 性 の 悪 く な る こ と が な い と
の 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 を 使 用 し て 橋 桁 及 び 橋 桁 柱 頭 部 を 同 時 に 構 築 す る 状 態
を 説 明 す る 概 略 説 明 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 を 使 用 し て 橋 桁 及 び 橋 桁 柱 頭 部 を 同 時 に 構 築 す る 状 態
を 説 明 す る 概 略 説 明 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 を 使 用 し て 橋 桁 及 び 橋 桁 柱 頭 部 を 同 時 に 構 築 す る 状 態
を 説 明 す る 概 略 説 明 図 （ そ の ３ ） で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 を 使 用 し て 橋 桁 及 び 橋 桁 柱 頭 部 を 同 時 に 構 築 す る 状 態
を 説 明 す る 概 略 説 明 図 （ そ の ４ ） で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 を 使 用 し て 橋 桁 及 び 橋 桁 柱 頭 部 を 同 時 に 構 築 す る 状 態
を 説 明 す る 概 略 説 明 図 （ そ の ５ ） で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 （ そ の １ ）
で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説 明 図 （ そ の ２ ）
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に よ る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 に お け る 張 り 出 し 型 枠 の 張 り 出 し 方 向
を 説 明 す る 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に よ る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 に お け る 張 り 出 し 型 枠 の 張 り 出 し 方 向
を 側 面 か ら み て 説 明 す る 説 明 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材 に お け る 張 り 出 し 型 枠 の 張 り 出 し 方 向
を 側 面 か ら み て 説 明 す る 説 明 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に よ る 橋 梁 構 築 装 置 を 使 用 し て 橋 桁 を 構 築 し た 状 態 を 説 明 す る 概 略 説 明
図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 例 に よ る 橋 桁 及 び 橋 桁 柱 頭 部 を 構 築 す る 型 枠 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説
明 図 （ そ の １ ） で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 例 に よ る 橋 桁 及 び 橋 桁 柱 頭 部 を 構 築 す る 型 枠 装 置 の 構 成 を 説 明 す る 構 成 説
明 図 （ そ の ２ ） で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 に よ る 移 動 架 設 桁 を 使 用 し て 橋 桁 を 構 築 す る 際 に お け る 橋 桁 の 曲 げ モ ー
メ ン ト を 説 明 す る 概 略 説 明 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 従 来 例 に よ る 移 動 架 設 桁 を 使 用 し て 橋 桁 を 構 築 す る 際 に お け る 橋 桁 の 曲 げ モ ー
メ ン ト を 説 明 す る 概 略 説 明 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 橋 脚
２ 　 　 　 　 　 　 橋 桁
３ 　 　 　 移 動 架 設 桁
４ 　 　 　 橋 桁 形 成 用 型 枠 装 置
５ 　 　 　 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 装 置
６ 　 　 　 支 持 台
７ 　 　 　 吊 り 下 げ 部 材
８ 　 　 　 橋 桁 形 成 用 型 枠 部 材
９ 　 　 　 橋 桁 柱 頭 部
１ ０ 　 　 側 壁 用 型 枠 部 材
１ １ 　 　 　 　 底 型 枠
１ ２ 　 　 接 合 梁
１ ３ 　 　 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 側 壁 型 枠
１ ４ 　 　 空 間 部
１ ５ 　 　 張 り 出 し 型 枠
１ ６ 　 　 型 枠
１ ７ 　 　 支 承
１ ８ 　 　 　 　 橋 桁 柱 頭 部 形 成 用 型 枠 部 材
２ ０ 　 　 橋 梁 構 築 装 置
２ １ 　 　 補 助 支 柱
２ ２ 　 　 高 さ 及 び 勾 配 調 整 ブ ロ ッ ク
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(9) JP 2004-332425 A 2004.11.25



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】
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